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高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
設
置
費
補
助
金

　
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

急
発
進
を
抑
制
す
る
車
の
安
全
運

転
支
援
装
置
を
後
付
け
で
設
置
し

た
人
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

□
昭
和
31
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
内
に
居
住
す
る
人

□
有
効
期
限
内
の
自
動
車
運
転

免
許
証
が
あ
る
人

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

●
対
象
車
両
　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
自
動
車

□
国
土
交
通
省
の
性
能
認
定
を

受
け
た
安
全
運
転
支
援
装
置

を
設
置
し
た
車
両（
自
動
二

輪
車
を
除
く
）

□
自
家
用
車
両

□
自
家
用
車
両
の
所
有
者
と
使

用
者
が
補
助
金
を
申
請
す
る

人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

●
助
成
金
額

□
障
害
物
検
知
機
能
付
き
装
置

の
場
合
　
上
限
４
万
円

□
障
害
物
検
知
機
能
が
な
い
場

合
　
上
限
２
万
円

●
申
し
込
み
　
次
の
①
、
②
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
安
全
運
転
支
援
装
置
の
取
扱

店
で
設
置

②
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

春
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
日（
木
）は「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

●
運
動
期
間
　
４
月
６
日（
日
）〜

15
日（
火
）

●
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

□
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し

い
横
断
方
法
の
実
践

□
歩
行
者
優
先
の
徹
底
・
な
が

ら
運
転
の
根
絶
・
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
等
の
着
用

□
自
転
車
等
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

●
運
動
の
重
点

□
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し

い
横
断
方
法
の
実
践

□
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

な
が
ら
運
転
等
の
根
絶
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の

促
進

□
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

　
総
務
部
危
機
対
策
課
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１
４
９

令
和
７
年
度
防
火
標

語
決
定

　
市
民
に
広
く
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
市
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
、

審
査
の
結
果
、
３
８
６
点
の
中
か

ら
次
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
標
語
に
は
、
火
の
使
用

後
も
、
振
り
返
っ
て
火
の
始
末
を

確
認
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
標
語
を
火

災
予
防
活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

●
標
語
　
若
柳
小
学
校
５
年

　
阿
部
　
そ
よ
さ
ん（
若
柳
新
山
）

　「
振
り
返
る
　
使
っ
た
後
の

　
火
の
始
末
」

　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

　
文
字
甚
句
は
、
栗
駒
地
区
文
字

の
郷
土
芸
能
で
、昭
和
10
年（
１
９

３
５
年
）頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た

民
謡
で
す
。

　
文
字
に
は
、
秋
田
と
の
重
要
な

ル
ー
ト
で
あ
る
羽
後
岐
街
道
が

通
っ
て
お
り
、
藩
政
時
代
よ
り
物

資
の
交
易
や
、
文
化
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
元

年
頃
、
秋
田
か
ら
芸
達
者
な
人
物

が
文
字
に
や
っ
て
来
て
、
多
く
の

若
者
が
歌
や
踊
り
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
人
で
、
特
に
熱

心
に
芸
域
を
広
め
た
菅
原
信
一
氏

が
作
っ
た
の
が
、
文
字
甚
句
で
す
。

　
甚
句
と
は
、
江
戸
時
代
末
期
の

頃
か
ら
流
行
し
た
と
い
わ
れ
る
民

謡
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
起
源
は
、

宝
永
〜
享
保
年
間（
１
７
０
４
〜

１
７
３
６
年
）の
頃
か
ら
流
行
し

た「
甚
九
郎
節
」に
由
来
す
る
と
い

う
説
や「
地
の
句
」が
な
ま
っ
た
も

の
、
神
に
捧
げ
る
歌
舞
の
意
味
を

持
つ「
神
供
」の
当
て
字
で
あ
る
と

す
る
説
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
定
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
歌
詞
は
、
七
・
七
・

七
・
五
、
ま
た
は
、
五
・
七
・

七
・
七
・
五
の
音
数
か
ら
な
る
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
で
、
盆
踊
り
唄

や
酒
盛
り
唄
と
し
て
地
域
の
祭
り

で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
甚
句
は
、
小
太
鼓
や
笛
、

鉦
の
に
ぎ
や
か
な
は
や
し
に
乗
せ

て
、
明
る
い
調
子
で
文
字
の
風
景

を
歌
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
歌

に
合
わ
せ
て
、
そ
ろ
い
の
着
物
に

襷
を
掛
け
、
モ
ン
ペ
に
脚
半
、
足

袋
を
身
に
付
け
た
伝
統
的
な
田
植

え
姿
の
女
性
た
ち
が
踊
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
さ

れ
る
文
字
甚
句
は
、
郷
土
民
謡
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

栗駒山麓ジオパーク１０年の歩み～栗駒山麓ジオパークとは～
　平成２７年９月４日に、市内全域が「栗駒山麓ジオパーク」として日本ジオパークに認定され、今年
で１０年。そこで今月号から、改めて栗駒山麓ジオパークをおさらいする連載をスタートします。

●栗駒山麓ジオパークとは
　ジオパークとは、地層や岩
石、火山など、大地が長い年月
をかけて生み出した遺産を含
む、地球「ジオ」に関わる豊かな
自然を楽しめる公園「パーク」の
ことです。
　山や川を観察し、その成り立
ちや生態系、人との関わりを知
ることで「地球を丸ごと考える
場所」ともいわれています。
　栗駒山麓ジオパークには、平
成２０年岩手・宮城内陸地震で
生じた荒砥沢地すべりをはじ
め、栗駒山山頂から平野部まで
の特徴的な地形や地質が広がっ
ています。また、その地で暮ら
してきた人々の営みや文化も大
きな魅力です。地域と協力しな
がら、この豊かな自然と歴史を
守り、活用し、その魅力を世界
中に発信しています。

●ジオパークの基本理念
　ジオパークは「保護」、「教育」、

「持続可能な開発」の３つを基本
理念とし、さまざまな活動を
行っています。地域の貴重な資
源を守り、次世代へ受け継ぐた
めに、その価値を学び、伝えて
いくことが大切です。
　また、地域が持続的に発展で
きるよう、観光や教育を通じた
地域振興にも力を入れています。
　栗原の自然や歴史の重要性を
知ることで、地域への誇りを育
み「ずっと暮らし続けたいまち
づくり」を目指しています。
●シンボルとなるロゴマーク
　栗駒山麓ジオパークのロゴ
マークは、栗駒山をモチーフに、
自然や地形の特徴を表現してい
ます。
　上部には、栗駒山と田植えの
時期に見られる駒の雪形をデザ

インしています。また、白い模
様は山にかかる雲をイメージ
し、白鳥やマガンが伊豆沼・内
沼に飛来する姿にも見えます。
　下部は、平成２０年岩手・宮
城内陸地震で発生した山腹崩壊
により露出した地層を表し、砂
岩やシルト岩、軽石凝灰岩、溶
結凝灰岩などの特徴的な地層の
重なりを描いています。
　さらに、外側の縁には躍動感
を持たせ、大地のリズムを表現
しています。栗駒山から平野部
まで広がる、この地域の魅力を
詰め込んだデザインです。

　栗駒山麓ジオパークでは、日本ジオパーク認定
１０周年を記念し、ロゴマークを作成しました。
　このロゴマークは、栗駒山と伊豆沼・内沼のシ
ルエットを背景に、飛来する白鳥の姿を組み合わ
せた、地域に根差したデザインです。
　さらに、地層をモチーフに「１０周年」をデザイ
ンし、地域の多様な歴史と自然の重なりを表現し
ています。
　今年度はこのロゴマークも活用しながら、栗駒
山麓ジオパークの取り組みを続けていきます。

１０周年記念ロゴマークが決定

▲栗原の風景を象徴するロゴマーク

▲ 日本ジオパーク認定10周年記念ロゴマーク
▲文字甚句を披露する子どもや女性たち
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指
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８
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